
平成 23 年度 富岡看護専門学校自己点検・自己評価           
 

1.自己点検・自己評価についての取り組み 
専修学校における自己点検・自己評価は学校教育法施行規則等の一部を改正する省令（平成 19

年文部科学省令第 34 号）」が平成 19 年 10 月 30 日に公布、その後施行となった。 

改正法による改正後の学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 42 条の規定により、「学校は、

文部科学大臣の定めるところにより当該学校の教育活動その他の学校運営の状況について評価

を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずる」とされ、専修学校の

位置づけにある看護師養成所にも適応された。 

そこで当校においても厚生労働省の指針である「看護教育自己評価指針」評価一覧を基に評価

する必要性があったが、その段階では準備が整わなかった 。しかし、平成 22 年の改正カリキ

ュラムスタートと同時に自己点検・自己評価の会議を立ち上げることとなった。 

校長を委員長とし、管理職が委員となり、看護師養成所の教育活動等に関する自己評価指針作

成検討会（平成 15 年 7 月 25 日）の「看護等養成所の教育活動等に関する自己評価指針」を基に

点検項目を概観した。その結果、まず学生による授業評価を実施することが決められ、評価表の

検討、後に授業終了時には評価が実施された。 

平成 23 年 3 月 29 日 「看護師等養成所の運営に関する指導要領についての一部改正」が行わ

れ、第 8 条 4 項に「養成所は、教育活動その他の養成所の運営状況について、自ら評価を行い、

その結果を公表すること」と追加された。 

これを機に当校においても自己点検・自己評価の機能を強化するために専任教員を委員に加え、

組織の再編成を以下の通り行った。 

委 員 長：学校長 

副委員長：事務長、教務主任 

書  記：庶務係長 

委  員：学務主事、専任教員 

 

２．自己点検・自己評価結果 (平成 23 年 10 月 28 日実施) 

平成 23 年 9 月の会議で「看護教育自己評価指針」(看護教育問題研究会監修,第１版)点検（評

価内容）一覧を基にそれぞれの点検項目（125）を 13 名の委員により点検した。以下は大項目（Ⅰ

～Ⅸ）毎にその平均値を図にしたものである。 
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以上の結果から、「Ⅰ教育理念・教育目的」「Ⅱ教育目標」の値は 2.5 以上の高値であったが、「Ⅶ

卒業・就業・進学」、「Ⅸ研究」は 1.5 以下の低値であった。高値である「Ⅰ教育理念・教育目的」

の点検項目（小項目）の結果は下記のレーダーチャートの通りである。 
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１－１教育理念・教育目的は、

自養成所の教育上の特徴を示

している。

１－２教育理念・教育目的は法

との整合性がある

２－１教育理念・教育目的は、

学生にとって学習教育理念・教

育目的は実際に学生の学習…

２－２教育理念・教育目的は実

際に学生の学習の指針になっ

ている。

３－１教育理念・教育目的は、

養成する看護師等の質を保障

するために、どのような教育…

３－２教育理念・教育目的は、

養成する看護師等の質を保障

するために、どのような教育…

３－３教育理念・教育目的は、

養成する看護師等の質を保障

するために、どのような教育…

４－１教育理念・教育目的は、

看護、看護学教育、学生観につ

いて明示している。

４－２看護、看護学教育、学生

観は実際に教師の教育活動の

指針となっている。

５－１教育理念・教育目的は、

養成する看護師等が卒業時点

においてもつべき資質を明示…

５－２卒業時点にもつべき資質

は、社会に対する看護の質を保

障するのに妥当なものとなっ…

Ⅰ教育理念・教育目標
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１教育目標は、教育理念・教育

目的と一貫性がある。

２－１教育目標は、設定した教

育内容を網羅している。

２－２教育目標は、最上位の目

標として、教育活動のゴールが

読みとれるものとなっている

３－１教育目標は、目標内容と

到達レベルが対応している。

３－２教育目標は、具体的で実

現可能なものとなっている。

４看護実践者としての能力を育

成する側面と、学習者としての

成長を促すための側面から教

育目標を設定している。

５卒業後の継続教育の考え方

を示した上で、教育目標を設定

している

Ⅱ教育目標

 



また、低値である「Ⅶ卒業・就業・進学」「Ⅸ研究」の点検項目（小項目）の結果は下記のレ

ーダーチャートの通りであり、特に低値(1.5 以下)を示した小項目は以下の通りであった。 

「Ⅶ卒業・就業・進学」について 

2-1 卒業時の到達状況を分析している。 

3-1 卒業生の就業先での評価を把握し、問題を明確にしている。 

4-1 卒業生の活動状況を把握し、統計的に整理している。 

4-2 卒業生の活動状況の分析結果を、教育理念・教育目的、教育目標、授業の展開に活用して

いる。 

「Ⅸ研究」について 

1.教員の研究活動を保障（時間的、財政的、環境的）している。 

2.教員の研究活動を助言・検討する体制を整えている。 

3.研究に価値をおき、研究活動を教員相互で支援し合う文化的素地が養成所内にある。 
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１卒業時の到達状況を

捉える方法が明確であ

り、計画的に行ってい…

２－１卒業時の到達状

況を分析している。

２－２卒業生の就業・進

学状況を分析している。

２－３卒業生の到達状

況、就業・進学状況につ

いての分析結果は、…

３－１卒業生の就業先で

の評価を把握し、問題を

明確にしている。

３－２卒業生の就業先と

の情報交換や調査の実

施等ができる体制を整…

４－１卒業生の活動状

況を把握し、統計的に整

理している。

４－２卒業生の活動状

況の分析結果を、教育

理念・教育目的、教育…

Ⅶ卒業・就職・進学に関する小項目
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１教員の研究活動を保障

（時間的、財政的、環境

的）している。

２教員の研究活動を助

言・検討する体制を整え

ている。

３研究に価値をおき、研

究活動を教員相互で支援

し合う文化的素地が養成

所内にある。

Ⅸ研究に関する小項目

 

 

3.今後の課題 

今回点検した結果、特に低値であった「Ⅶ卒業・就業・進学」、「Ⅸ研究」の２項目を当校の課

題として取り組む必要がある。同時にこれらを改善していく為には、年度毎に重点目標を掲げ、

組織として段階的に取り組んでいく必要がある。 

【課 題】 

1)卒業時の到達状況の分析  

2)卒業生の就業先での評価の把握・問題の明確化 

3)卒業生の活動状況の把握・統計的な整理 

4)卒業生の活動状況の分析、その結果を教育理念・教育目的、教育目標、授業展開に活用 

5)教員の研究活動の保障（時間的、財政的、環境的） 

6)教員の研究活動を助言・検討する体制の整備 

7)研究に価値をおき、研究活動を教員相互で支援し合う文化的素地の醸成  

 

【平成 24 年度の重点目標】 

1) 卒業時の到達状況の分析 

2)卒業生の動向を把握し上記 2)、3)を明らかにする。 


